
六
ま
で
の
せ
て
み
る
。
こ
れ
は
現
今
の
笹
藪
と
封
比
し
て
見
る
と

露
華
い
ρ

　
編
肴
の
親
切
は
総
藻
印
刷
の
み
な
ら
す
、
解
論
，
誤
字
一
魔
表

に
示
さ
れ
て
み
る
。
一
章
表
に
よ
り
，
本
文
の
誤
字
、
脱
字
，
當

字
の
訂
正
が
禺
來
、
解
説
に
よ
り
本
書
臼
以
外
の
傍
系
的
書
欝
の

三
共
を
知
り
得
る
。
面
白
き
事
は
、
嘉
永
安
政
の
頃
餓
版
さ
れ
た

敵
本
唱
導
、
集
品
目
な
る
爲
本
臼
録
に
「
召
し
御
手
元
に
て
御
篤
し

取
論
証
候
は
ゴ
一
巻
に
付
見
料
脅
威
づ
・
と
相
定
め
」
云
々
と
い

・
幽
奇
抜
な
る
も
の
あ
る
を
伽
り
、
更
に
興
味
を
此
の
方
面
に
向
け

ら
れ
る
で
あ
、
ら
う
。

　
本
書
は
三
百
部
門
選
定
版
で
、
書
史
墨
上
露
要
な
る
位
置
を
持

つ
も
の
で
あ
る
と
は
い
へ
、
非
螢
利
的
な
腐
版
と
い
は
ね
ば
な
ら

ぬ
で
あ
ら
う
。
此
の
黙
、
此
の
業
蹟
を
燧
げ
ら
れ
た
る
編
者
に
棒
ぴ

る
感
謝
と
共
に
東
林
書
房
店
主
に
も
富
盛
感
謝
の
辞
を
擦
ぴ
る
。

（
菊
版
本
文
四
七
八
頁
，
慣
五
・
○
○
、
京
都
布
烏
丸
麺
二
條
、
東
林

書
房
）
〔
寺
尾
〕

働
紫
香
樂
宮
趾
の
研
究

紹

介

滋
賀
縣
領
事
會

　
　
著
者
肥
後
和
男
學
士
は
葡
に
大
津
宮
窪
の
研
究
に
際
し
て
逡
阯

の
嚢
掘
と
岡
時
に
文
献
的
考
察
を
試
み
爾
方
面
か
ら
結
論
を
導
き

出
さ
う
と
努
め
て
調
査
方
法
に
帝
劇
の
境
地
を
拓
か
れ
た
。
本
書

　
に
も
そ
の
態
度
が
鮮
明
に
現
れ
て
み
る
。

　
内
容
は
遣
阯
の
調
査
報
告
一
∴
、
信
樂
谷
と
内
裏
野
、
二
、
調
査

の
纒
過
、
三
、
遭
跡
と
癒
物
及
び
、
四
、
文
献
に
よ
ゐ
研
究
と
、
五
、
結

論
よ
り
戒
る
。
蘭
者
に
就
い
て
斯
か
る
大
面
掘
を
成
功
的
に
成
し

逡
た
裏
に
ひ
そ
む
辛
苦
に
敬
意
を
表
し
た
い
心
文
献
的
研
究
は
綾

紀
，
正
倉
院
文
書
等
の
断
片
を
糠
ぎ
合
せ
て
宮
寺
の
外
槻
痩
遷
を

致
究
し
そ
れ
に
よ
っ
て
遣
阯
の
姓
質
を
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
す
る

非
常
な
る
努
力
の
偲
ば
れ
る
一
文
で
あ
る
り
選
阯
の
獲
掘
は
か
く

、
文
献
の
採
集
を
ま
っ
て
粂
き
も
の
と
さ
れ
る
の
で
あ
ら
づ
。
其
上

に
立
っ
て
文
化
輿
的
方
法
を
試
み
る
著
者
の
意
解
の
獲
展
を
震
り

古
代
史
上
の
聴
器
で
あ
る
、
柴
香
樂
宮
に
つ
い
て
貴
重
な
る
報
告

の
嵐
で
し
を
篤
志
者
に
紹
介
す
る
。
（
四
六
倍
版
、
思
至
九
九
頁
、

岡
版
二
一
粟
、
定
便
∵
二
〇
、
滋
賀
縣
保
勝
會
嚢
行
）
〔
藤
〕

日
本
文
代
叢
考

京
城
帝
短
大
療
法
文
學
下
編

第
十
蛎
巻
　
第
｝
號
　
　
　
一
照
就
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